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令和元年７月１１日

数学 ５年 内田先生

数学「平面上のベクトル」
１ 授業のポイント１

○４人ずつグループをつくり話し合いながら解決する

－「共有の課題 → ジャンプの課題」（アクティブラーニング）－

質問「ベクトルの内積とは？」
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２ 授業のポイント２

○＜共有の課題＞ 多様な解決方法が考えられる課題（ポップ体文字）を

提示する。

＜１＞原点Ｏの xy平面上に点Ｂ（２，３）を

定め、円ｘ
2
＋ｙ

2
＝１上の任意の点を

Ａ（ｘ，ｙ）とする。

→ →
①内積ＯＡ・ＯＢをθの式で表せ。 回答 ① √ 13cosθ

②２ｘ＋３ｙの最大値と最小値を求めよ。

①回答した生徒のノート ②の解決方法

方法１

ｘ
2
＋ｙ

2
＝１と２ｘ＋３ｙ=kの

連立方程式で考える。

kが解を持つ範囲を判別式で求める。

②の解決方法

方法２

2cosθ＋ 3sinθ＝√ 13sinθと三角

関数の合成を用いて求める。
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３ 授業のポイント３

○ＯＨＣ（実物投影機・書画カメラ）を用いて、

「②２ｘ＋３ｙの最大値と最小値を求めよ」の解決方法を話し合う
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４ 授業のポイント４

○＜ジャンプの課題＞

＜２＞平面上で、ＡＢ＝３となる２点Ａ，Ｂを取る。点Ａを中心とする半径１の

円をＳとし、点Ｂを中心とする半径２の円をＴとする。２点Ｃ，Ｄは円Ｓ

上を動き、２点Ｅ，Ｆは円Ｔ上を動く。ただし、線分ＣＤは点Ａを通り、

線分ＥＦは点Ｂを通る。このとき、内積ＣＥ・ＤＦの最大値と最小値を求

めよ。

→ →


